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業務の総合評価落札方式に係る評価基準等の一部見直しについて

（令和６年度６月版）（お知らせ） 

 

 

九州地方整備局港湾空港部におきましては、港湾・空港業務の発注手続き

における総合評価落札方式の定着・拡充を図るため、別添のとおり一部運用

の見直しを行い、令和６年６月１日以降に公告する案件より適用することとして

おりますので、その旨、お知らせいたします。 

なお、見直し内容につきまして、確認したい事項がありましたら、下記の問い

合わせ先までご連絡願います。 

また、個別業務に関する質問につきましては、通常の手続き中の問い合わ

せをご活用頂ければ対応いたしますので、その旨、申し添えいたします。 

 

 

  

 

 
 

（問い合わせ先） 
 

国土交通省九州地方整備局 

港湾空港部 品質確保室     ＴＥＬ：０９２－４１８－３３５４（直通） 

                     

品質確保室長       藤井
フ ジ イ

 寧
ヤスシ

（内線４１０） 

品質確保室課長補佐  永島
ナガシマ

田
ダ

 剛
ツヨシ

（内線４１１） 



令和6年6月
九州地方整備局 港湾空港部

業務の総合評価落札方式等に係る

評価基準等の一部見直しについて

（令和6年6月版）

令和６年６月１日以降の公告案件より適用する。



見直しの
内容

１．成績の評価対象の見直し

（１）「参加表明者及び配置予定技術者（技術指導者）の過去３年間の業務
成績」の評価

１）以下の段階における評価【見直し】
・プロポーザル方式、総合評価落札方式における選定段階での
技術評価（参加表明者及び配置予定技術者（技術指導者））
・プロポーザル方式における特定段階での技術評価（配置予定
技術者（技術指導者））
・総合評価落札方式における入札段階での技術評価（配置予定
技術者（技術指導者））

２．配置予定技術者（技術指導者）の資格要件の判断基準に関する説明書への
記載の見直し

（１）国土交通省登録技術者資格のうち特定の分野に特化した資格がある場
合の判断基準を明確化



◆今回、過去３年間の業務成績について、国土技術政策総合研究所及び沖縄総合事務局の発注
業務の成績点も評価対象として見直しを行う
◆対象年度を「令和３年度から令和５年度末まで」に見直しを行う

1

１. 成績の評価対象の見直し

※赤字が今回（令和6年6月）見直し箇所

【九州】
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令和３年度から令和５年度末までに完了した、全地方
整備局、国土技術政策総合研究所及び沖縄総合事務局
（いずれも港湾空港関係）発注の●●業務において、
管理技術者として従事した業務の技術者評定点の平均
点。ただし、管理技術者として従事した●●業務の技
術者評定点の実績がない場合は、担当技術者として従
事した●●業務の技術者評定点。
【●●業務：測量・調査業務又は建設コンサルタント
等業務】

評価の着眼点
評価項目



◆今回、配置予定技術者（技術指導者）の資格要件の判断基準について、説明書への記載を見直
し、明確化を図る

２

２.配置予定技術者（技術指導者）の資格要件の判断基準
に関する説明書への記載の見直し

※赤字が今回（令和6年6月）見直し箇所

【九州】

※博士の設定は、建設コンサルタント等業務の場合に限る。

国土交通省登録技術者資格のうち特定の分野に特化した資格がある場合

※「国土交通省登録技術者資格のうち特定の分野に特化した資格が無い場合」及び「国土交通省登録資格が対象とする業務区分が無い場合」については、見直し対象外
である。
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下記の順位で評価する

① 下記のいずれかを有する
・技術士（総合技術管理部門（業務に該当する選択科目）又は建設部門又は業務に該当する部門）
に加え国土交通省登録技術者資格（特定の分野に特化した資格）
・博士（工学、理学、学術）に加え国土交通省登録技術者資格（特定の分野に特化した資格）

② 下記の資格のいずれかを有する
・技術士（総合技術管理部門（業務に該当する選択科目）又は建設部門又は業務に該当する部門）
・博士（工学、理学、学術）
・国土交通省登録技術者資格（特定の分野に特化した資格）

③ 国土交通省登録技術者資格（特定の分野に特化した資格以外）

④ 上記以外の資格

⑤資格なしの場合は選定（特定）しない

評価項目
評価の着眼点


